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概 要 Abstract

成 果 Results

ブロッコリー⿊すす病の被害に遭いやすい作型と、
効果的な防除対策を明らかにしました。

ブロッコリーを栽培する際にご活⽤下さい。

花蕾に⿊変が︕

葉っぱにこんな症状は
ありませんか︖

それ、
⿊すす病です。

8⽉中旬以降に収穫する作型は防除必須︕

⽣育の後半で葉での発病が急増し、花蕾に被害が︕

下位葉に
出始める

定植30⽇後と花蕾形成始頃の2回散布で出荷できる花蕾が増える︕

9⽉どり 10⽉どり

花蕾が⾒える頃には葉での発病が増加︕
これが花蕾の⿊変の原因に︕

要注意

アゾキシストロビン⽔和剤,
ペンチオピラド⽔和剤,
ピラジフルミド⽔和剤,
ピラクロストロビン
・ボスカリド⽔和剤の

⾼い効果を確認しています。

花蕾形成始頃

①葉の発病を少なくする。
②出てきた花蕾を病原菌から守る。
これがポイント︕

だから

(上旬収穫） (中下旬収穫）


